









































という表題の発端ーただ自然に関したものを持っている。J(lV， 229)これは 丁度補逃 1
の「ザイスの弟子」という友題のフラグメ ソト と一致している。この短いフラグメ ソト
は現存する作品の構想とは違ったものである。そこでは自然科学上の論争が展開される
ようである。しかも表題の方も DerLehrlingであって， Die Lehrliロge と複数には
なっていない。
次に 5月 11日には，1対話』らと共に， "Roman in Sedez“をあらわす事になるだ
ろうと言っている。(lV，231)ここで初めて ロマーソとしての構怨になった事になる。1798














い事は， 1800年 1月 31日の Fr.ツュ νーゲノレあての手紙からも知られる。(lV， 35)
叉 2 月 23日にはティークに， ri'弟子たち』が休んでいて，全く違ったやり方で現わ
れるべき事は良い司王だ。それは真に象徴的自然小説になるぺきだ。まず 『ハイソリヒJ


















































































































































































































































































































1) H. Ritter: Die Datierung uer "Hymnen an die Nacht'“ S.139 
2) P. Kupper: Die Zeit als Erlebnis des Novalis， S.132 
3) 1797年 12月26日 w.ヅュレーゲノレへの手紙 (IV，221)
4) 以下 ローマ数字は ノヴァ ーリス著作集の巻数を， アラピア数字はベータ数を表
わす。アラピア数字のみの場合は『ザイスの弟子逮』のページ数を示す。
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9) Kupper， S.47 
10) クノレックホーソはこの点でノヴァーリスはフィヒテをこえたものであり，そして
これは詩的に考えられたものではなく ，ノヴァーリス自身の体験から得られたも
のであると指摘している。 (Friedrich von Harder】bergs Entwicklung und 







12) Vgl. M. Thalmann: Das Marchen und die Moderne， S.29 
13) Kupper， S.52 
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